
Impl AI Assistant

今日は何をしますか

ToDoアプリを開発したいので、仕様書をyamlファイルで作成して下さい。 また、開発にかかる見積もり

は2ヶ月としています。

ToDoアプリの開発に関する仕様書と工数見積もりについて、以下のようにまとめました。まず、アプリ
ます。

仕様書（YAML形式）
以下はToDoアプリの基本的な仕様書です。必要に応じて詳細を追加してください。

<<YAML>> app_name: ToDoアプリ version: 1.0 features:

name: タスク追加 description: 新しいタスクを追加する機能

name: タスク編集 description: 既存のタスクを編集する機能

name: タスク削除 description: タスクを削除する機能

name: タスク一覧表示 description: すべてのタスクを一覧表示する機能

name: タスク完了マーク description: タスクを完了済みとしてマークする機能

name: タスク検索 description: タスクをキーワードで検索する機能 platforms:

iOS

Android

Web dependencies:

設定

モデル設定

モデルを選択してください:

Claude Sonnet 4

gpt-4o

Costs

Total cost: $0.00701

Input cost: $0.00015

Output cost: $0.00686

チャット履歴

💾  履歴を保存

保存済み履歴

履歴を選択:

選択してください...

🗑️  履歴をクリア
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database: SQLite

frontend: React

backend: Node.js <<ENDYAML>>

工数見積もり
開発期間は2ヶ月としていますので、以下のように工数を見積もります。各タスクの工数は推定値です。

タスク 粒度 工数[h] 依存 リスク

要件定義 小 16 - スコープ曖昧

設計 中 40 要件定義 設計変更

フロントエンド実装 大 80 設計 UI/UX不具合

バックエンド実装 大 80 設計 API不具合

テスト 中 40 実装完了 バグ修正

デプロイ 小 16 テスト完了 環境設定

合計工数

工数[h] = 16 + 40 + 80 + 80 + 40 + 16 = 272h

コスト

コスト = 272h * 500,000 JPY/m = 約1,360,000 JPY

この見積もりはあくまで推定です。実際の工数はプロジェクトの進行状況や要件の変更により変動する可

工数見積もりの精度を上げるためには、各タスクの詳細な分析や市場の平均的な工数を調べることが有

んでしたので、プロジェクトの進行に応じて見直しを行うことをお勧めします。

📎  ファイルをアップロード (最大4ファイル) 🖼️  画像をアップロー

質問を入力してください...
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